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好評連載  「ドクター三浦の旅行医学講座」 連続講座 
　　　　  「我が社のホープ」 マナ建築設計室有限会社 北澤 佑夏さん
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　　　　  「私の歩いてきた道」 株式会社 三河屋 鈴木 郁子さん
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現在の同地点

「税を考える週間」記念講演
平成21年11月13日（金） 16時～　吉祥寺東急イン

心をこめて多摩式典
創業52年創業52年

家族葬 個人葬 社　葬 団体葬

24時間受付 0120-55-7089フリーダイヤル

全日本葬祭業協同組合連合会加盟店　if共済会取扱い店
で応えます。で応えます。
３つの「安心」３つの「安心」
多摩式典は多摩式典は 1.明確な料金システム

2.お見積書によるご検討・ご確認
3.ご葬儀終了後のお支払い

小田急百貨店葬祭サービス東京都市町村職員共済組合
日本私立学校振興・共済事業団全 日 本 郵 政 労 働 組 合
東 京 都 福 利 厚 生 事 業 団小金井市市民葬儀指定店

偲ぶこころ「心を込めた葬儀」をモットーに、地元に密着した葬儀社として、心をこめて奉仕いたします。
■お葬式の流れをわかりやすく解説いたします。ご参考にしてください。

納骨
四十九日法要

ご出棺・火葬
精進落としご葬儀・告別式お通夜ご準備・ご納棺ご臨終

■白木祭壇料30%特別割引（生花祭壇は20％割引となります）
■葬儀の無料事前相談の受付（葬儀パンフレット差し上げます）

多摩式典株式
会社

本　　社／東京都小金井市中町4-4-8
　　　　　TEL042-381-0832（代）
北口支社／東京都小金井市本町4-14-23
　　　　　TEL042-381-6685

百合丘支社／川崎市麻生区高石1-23-8
　　　　　　TEL044-966-6505
狛江営業所／TEL03-3489-5106

事前相談無料にて承ります。パンフレット差し上げます。　http://www.tamashikiten.co.jp

武蔵野法人会指定業者

武蔵野法人会の皆様への特典



表紙写真　前原坂上交差点から

前原坂上交差点から北に南口大通りを見る。メインストリートなので逸早く舗装が行われたようだ。左右手前にある

かごや百貨店では、当時の生活に欠かせない薪や木炭などが売られていた。　　　　　　　　昭和29年（1954）ごろ

水 澤  静 男　

　
　
表
紙
絵
提
供
　
水
澤
静
男
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大
正
13
年
に
東
京
千
駄
ヶ
谷
で
生
ま
れ
る
。
昭
和
３
年
６
月
か
ら
小

金
井
在
住
。

現
在
の
小
金
井
第
一
小
学
校
を
卒
業
し
、
東
京
府
立
二
中（
現
立
川

高
校
）、
東
京
高
等
工
芸
学
校（
現
千
葉
大
工
学
部
）を
経
て
会
社
勤
め
。

退
職
後
は
機
械
設
計
な
ど
し
て
現
在
に
至
る
。

平
成
５（
１
９
９
３
）年
、
水
澤
静
男
写
真
集『
あ
の
頃
そ
の
頃
の
小
金

井
写
真
集
』
を
発
行
。
表
紙
の
写
真
は
こ
の
写
真
集
よ
り
抜
粋
。

 

 
 

題字：星野哲郎氏（小金井北第一支部） 
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「税を考える週間」記念講演会のお知らせ 1 

◎特集◎ 第51回夏期経営者講座リポート 2 
　第1講座「本業の延長線上で技術革新を続ける」 
 　　　　　　　　　　    野村   進氏 4 
　第2講座 「2大政党に期待するのは政治家の資質と力量」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　岩見隆夫氏 5 
　夏期経営者講座アンケート結果 6 

都税事務所からのお知らせ 7 

新支部長の抱負（三鷹・小金井地区編） 8 
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　ドクター三浦の旅行医学講座（第5回） 13 
　　医療法人財団慈生会  野村病院副院長  三浦靖彦先生 
　「まちかど情報」 14 
　 　 ● 第37回  小金井なかよし市民まつり 

　　  ● 出版NPO「本をたのしもう会」講演会 

　「税務よくある相談Q&A」（その３７） 15 
　「我が社のホープ」（その６３） 16 
　　吉祥寺北第一支部  マナ建築設計室 有限会社  北澤佑夏さん 
　「リレーエッセイ」（第６３走者） 17 
　　三鷹西支部  株式会社 三鷹金属化工所  岡　正典さん 
　「体想談義」（155回） 18 
　　   吉祥寺北第一支部 とんかつ 美とん  須田昌昭さん（聞き手：中村靖之介） 
　「私の歩いてきた道」（その２７の　） 19 
　　小金井南支部  株式会社 三河屋  鈴木郁子さん 
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（1） 平成21年10月5日 ほうじん「むさしの」 第380号

社団 
法人 武蔵野法人会 

講師プロフイール

日　時 平成21年11月13日（金）　
16時～19時30分　受付開始15時

次　第 第一部・記念講演会
　 　① 税務署長のお話
　 　② 講　演 16時15分～17時45分

第二部・異業種交流会 18時～19時30分

会　場 吉祥寺東急イン　3Ｆ

講　師
た せ やす ひろ

　　　　　　　　　　　　　 　　田 勢  康 弘  氏

演　題 「これからの政治展望」

会　費 2,000円（講演会費と交流会費を含みます）

※参加ご希望の方は、武蔵野法人会事務局までFAXにてお知らせください。（11月4日必着）

　なお、参加費の振込をもって申込完了とさせていただきます。FAX. 0422－55－5544
※参加費は次の口座迄お振込ください。

みずほ銀行三鷹支店　普通口座　1871844　口座名義（社）武蔵野法人会

「税を考える週間」 記念講演会のお知らせ
毎年11月11日～17日は「税を考える週間」です。
本年の記念講演会は、政治コラムニスト田勢康弘氏を
講師としてお迎えしました。

税を考える週間

11月11日～17日

この社会あなたの税
が生きている

略　　歴：1944年　中国黒龍江省黒河で出生。山形県白鷹町出身。早稲田大学第一政治経済学部政
治学科卒業。
日本経済新聞社入社。39年に亘る記者生活のうち36年間を政治記者として、佐藤栄作内
閣から麻生太郎内閣まで21人の内閣総理大臣を取材。ワシントン支局長、編集委員、論
説委員、コラムニストなどを経て、2006年3月退社。同年4月から早稲田大学大学院公
共経営研究科教授、日本経済新聞客員コラムニスト。
元ハーバード大学国際問題研究所上席研究員。東大、早大非常勤講師。1996年　日本記
者クラブ賞受賞。
2008年4月からＴＶ東京系報道番組「週間ニュース新書」（土曜日午前11時～正午）
キャスター。

主な著書：『政治ジャーナリズムの罪と罰』・『豊かな国の貧しい政治』
『総理の座』・『指導者論』など多数。

早稲田大学大学院公共経営研究科教授
日本経済新聞客員コラムニスト



第380号 ほうじん「むさしの」 平成21年10月5日 （2）

－会員増強にご協力下さい－

夏
期
経
営
者
講
座

を
示
せ
る
法
人
会
に
な
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
日
本
の
政
治
も
４
日
後
の
衆

院
選
に
よ
り
、
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
企
業
経
営
・
生
活
が
ど
う

変
わ
る
か
、
今
日
の
時
宜
を
得
た
２
つ

の
講
座
が
知
的
好
奇
心
を
満
足
さ
せ
、

経
営
に
役
立
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。」
と
挨
拶
を
述
べ
た
。

第
1
講
座

　「
老
舗
に
学
ぶ
経
営
術
」

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
・
大
学
教

授
の
野
村
進
氏
は
、
時
代
を
超
え
て
現

代
ま
で
続
く
老
舗
に
共
通
す
る
経
営
の

あ
り
方
を
話
し
、
出
演
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ

レ
ビ
番
組
の
一
部
、
醤
油
会
社
の
最
新

技
術
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
羊
の
毛

を
鋏
を
使
う
こ
と
な
く
セ
ー
タ
ー
を
脱

ぐ
よ
う
に
剥
ぐ
シ
ー
ン
で
は
、
会
場
全

体
が
感
嘆
と
納
得
し
た
雰
囲
気
に
包
ま

れ
た
。

第
2
講
座

　「
揺
れ
動
く
内
外
情
勢
と

　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
の
政
局
」

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
活
躍
中
の
政
治

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
岩
見
隆
夫
氏
に
よ
る

講
演
は
、
司
会
者
が
衆
議
員
議
員
選
挙

を
４
日
後
に
控
え
て
「
大
変
タ
イ
ム

リ
ー
な
講
演
」
と
紹
介
し
た
が
、
岩
見

氏
は
「
私
に
は
大
変
悪
い
タ
イ
ミ
ン
グ

で
す
」
と
返
し
て
笑
い
に
包
ま
れ
た
。

流
動
的
な
選
挙
の
動
向
、
予
測
さ
れ
る

政
権
交
代
と
の
い
き
さ
つ
、
成
立
後
の

政
局
な
ど
を
明
快
に
解
説
し
て
、
会
場

を
ひ
き
つ
け
た
。

新
時
代
に
即
し
た

存
在
感
の
あ
る
法
人
会

多
田
洋
一
事
業
副
委
員
長

の
司
会
で
開
講
式
が
始
ま
り
、

伊
藤
事
業
委
員
長
の
開
会
宣

言
、
梅
根
会
長
は「
最
大
課
題

で
あ
る
公
益
法
人
制
度
改
革

は
、
皆
様
の
協
力
と
コ
ン
セ

ン
サ
ス
を
得
て
進
行
し
、
来

年
秋
に
は
公
益
法
人
認
定
を

申
請
の
予
定
で
す
。
数
年
後

は
新
時
代
に
即
し
て
存
在
感

法
人
会
も
日
本
の
政
治
も

　
　
　
　
大
き
な
変
化
の
と
き

8
月
26
日
（
水
）、
吉
祥
寺
第
一
ホ
テ
ル
に
お
い
て
第
51
回
夏
期
経
営

者
講
座
を
開
催
。
講
座
は
会
員
に
と
っ
て
関
心
の
高
い「
経
営
」と「
政

局
」に
関
す
る
内
容
で
、
約
170
人
の
参
加
者
た
ち
は
、
と
き
に
感
嘆
の

声
や
笑
い
声
を
立
て
な
が
ら
聞
き
入
り
ま
し
た
。
懇
親
会
は
バ
ン
ド
の

生
演
奏
も
あ
り
、
和
や
か
に
談
笑
が
続
き
ま
し
た
。

第
51
回

バ
ン
ド
の
生
演
奏
が
流
れ
た

懇
親
会

２
講
座
終
了
後
は
高
橋
副
会
長
の
閉

講
挨
拶
。
会
場
を
移
し
て
天
平
の
間
に

入
る
と
バ
ン
ド
「
シ
ュ
ガ
ー
ボ
ウ
ル
」

の
生
演
奏
に
迎
え
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
始

ま
る
懇
親
会
の
華
や
ぎ
を
予
感
さ
せ

た
。有

村
事
業
委
員
が
司
会
を
勤
め
、
始

ま
り
の
竹
内
事
業
担
当
副
会
長
に
よ
る

主
催
者
挨
拶
で
は
伊
藤
事
業
委
員
長
を

中
心
に
準
備
を
進
め
た
事
業
委
員
会
へ

の
慰
労
と
感
謝
の
言
葉
が
添
え
ら
れ

た
。
続
い
て
近
藤
副
会
長
の
乾
杯
で
人

の
流
れ
が
寿
司
な
ど
人
気
の
コ
ー
ナ
ー

に
動
き
、
し
ば
し
料
理
を
堪
能
。
第
２

講
座
の
岩
見
隆
夫
氏
も
懇
親
会
終
了
ま

で
参
加
さ
れ
た
。

宴
た
け
な
わ
と
な
り
会
場
が
賑
わ
う

な
か
、
青
い
腕
章
を
つ
け
た
事
業
委
員

の
諸
氏
は
進
行
や
会
場
に
目
を
配
っ
て

食
事
や
飲
み
物
に
は
殆
ど
手
を
つ
け
る

こ
と
が
な
か
っ
た
。

中
締
め
は
河
村
副
会
長
に
よ
る
会
場

の
気
合
を
ま
と
め
た
１
本
締
め
で
、
会

は
無
事
修
了
し
た
。



（3） 平成21年10月5日 ほうじん「むさしの」 第380号

－会員募集中です（一言あなたのお口添えを）－

▲懇親会乾杯　近藤副会長

夏期経営者講座 

▲梅根会長挨拶

▲開会宣言　伊藤事業委員長

▲閉講挨拶　高橋副会長

▲司会　多田事業副委員長

▲主催者挨拶
　竹内事業担当副会長

▲懇親会司会　有村事業委員

▲中締め　河村副会長

▲酒井事業委員

▲懇親会

▲シュガーボウルの生演奏付



第380号 ほうじん「むさしの」 平成21年10月5日 （4）

－会員増強にご協力下さい－

老
舗
の
技
が
携
帯
電
話
の

最
先
端
技
術
に
生
き
る

取
材
で
ア
ジ
ア
各
地
を
訪
れ

古
い
会
社
や
店
が
少
な
い
と
感

じ
て
い
た
と
こ
ろ
、
新
聞
で
日
本
に
は
世

界
で
一
番
古
い
会
社
、
飛
鳥
時
代
か
ら
１

４
０
０
年
続
く
金
剛
組
が
あ
る
こ
と
を
知

り
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
調
べ
て
み
る
と
、

世
界
の
中
で
200
年
以
上
続
く
会
社
は
日
本

に
集
中
し
て
い
ま
す
。
何
故
そ
う
な
の
か
、

代
表
的
な
老
舗
20
社
ほ
ど
を
取
材
し
て
本

に
ま
と
め
ま
し
た
。（『
千
年
、
働
い
て
き
ま

し
た
―
老
舗
企
業
大
国
日
本
』）

意
外
で
す
が
、
先
端
を
行
く
携
帯
電
話

に
は
老
舗
の
技
術
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
折
り
曲
げ
部
分
に
京
都
の
老
舗
の
強

靭
な
銅
の
箔
が
使
わ
れ
、
バ
イ
ブ
レ
ー

タ
ー
に
は
創
業
120
年
の
田
中
貴
金
属
の
小

さ
な
ブ
ラ
シ
が
働
い
て
い
ま
す
。
携
帯
の

心
臓
部
は
115
年
続
く
日
本
の
老
舗
の
人
工

水
晶
の
発
振
器
で
、
回
路
の
特
許
を
取
得

し
て
い
ま
す
。
老
舗
の
技
術
が
最
先
端
機

器
を
支
え
て
い
る
の
で
す
。

取
材
し
た
中
に
は
、
倒
産
寸
前
か
ら
伝

統
技
術
を
新
分
野
に
生
か
し
て
立
ち
直
っ

た
会
社
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
塗
料
の
弁

柄
（
べ
ん
が
ら
）
を
江
戸
時
代
か
ら
扱
っ
て

き
た
広
島
の
会
社
は
、
硫
酸
鉄
を
焼
い
て

製
造
す
る
と
き
に
発
生
す
る
亜
硫
酸
ガ
ス

や
廃
液
に
よ
っ
て
公
害
企
業
の
指
定
を
受

け
、
大
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
が
、
焼
か
な

い
製
造
方
法
か
ら
副
産
物
の
磁
性
粉
が
引

き
出
さ
れ
、
情
報
を
記
憶
す
る
性
質
を
生

か
し
て
世
界
中
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
や
磁
気

カ
ー
ド
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
発
展
し
続

け
て
い
る
老
舗
企
業
に
共
通
す
る
の
は
、

ア
ジ
ア
の
現
実
を
捉
え
た
著
書
が
注
目
を
集
め
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
作
家
の
野
村
進
氏
に
、
日
本
に
集
中
す
る
長
寿
企
業
「
老
舗
」
は

な
ぜ
潰
れ
ず
に
続
い
て
い
る
の
か
、
そ
の
秘
訣
を
多
く
の
会
社
の
実

例
を
挙
げ
な
が
ら
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
老
舗
に
学
ぶ
経
営
術
』

夏期経営者講座 

　
本
業
の
延
長
線
上
で

　
　
　
　
技
術
革
新
を
続
け
る

の

む
ら

す
す
む

拓
殖
大
学
教
授
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
野 

村   

　 

進  

氏

本
業
を
続
け
な
が
ら
延
長
線
上
に
新
し
い

技
術
を
開
発
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

象
の
戦
略
・
虫
の
戦
略

科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
話
で
は
、
生

物
が
生
き
残
る
に
は
体
を
巨
大
か
す
る
象

の
戦
略
と
、
小
さ
く
す
る
虫
の
戦
略
の
２
つ

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
結
果
を
み
る
と
地
上

の
生
物
の
９
割
以
上
が
虫
で
す
。
老
舗
の

家
訓
や
社
訓
に
共
通
す
る
①
本
業
を
大
切

に
す
る
、
②
分
を
わ
き
ま
え
る
な
ど
、
拡
大

化
を
警
戒
す
る
虫
の
戦
略
と
い
え
ま
す
。

昔
か
ら
日
本
人
は
自
分
の
手
を
汚
し
て

何
か
を
作
る
こ
と
を
尊
び
ま
す
が
、
ア
ジ
ア

の
他
の
国
で
は
身
分
の
低
い
人
の
仕
事
と

考
え
ま
す
。
例
え
ば
、
韓
国
で
は
、
饅
頭
で

成
功
し
て
も
、
社
会
的
地
位
が
高
い
と
さ
れ

て
い
る
職
業
に
変
わ
っ
て
い
く
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
朝
鮮
日
報
の
調
査
に
よ
れ
ば
韓
国

に
は
100
年
以
上
続
い
て
い
る
会
社
は
０
社

で
す
。
こ
れ
は
繰
り
返
し
戦
争
に
さ
ら
さ
れ

て
き
た
歴
史
が
そ
う
さ
せ
た
と
思
い
ま
す
。

老
舗
の
家
業
や
伝
統
は
守
っ
て
い
く
も

の
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
金
沢
の
金
箔

屋
の
ご
主
人
の
「
伝
統
は
革
新
の
連
続
で
、

む
し
ろ
攻
め
る
姿
勢
が
な
い
と
続
か
な
い
」

と
い
う
言
葉
が
印
象
深
く
残
っ
て
い
ま
す
。

頼
り
に
す
る
規
範
を
見
つ
け
難
い
時
代
に
、

老
舗
の
生
き
方
が
参
考
に
な
る
と
思
い
ま

す
。



（5） 平成21年10月5日 ほうじん「むさしの」 第380号

－会員募集中です（一言あなたのお口添えを）－

2
大
政
党
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
選
挙

衆
院
選
ま
で
あ
と
４
日
。
報

道
で
は
民
主
党
300
議
席
以
上
、

自
民
党
は
100
を
割
る
大
敗
と
い
う
予
測
で

す
。
民
主
党
側
に
良
い
材
料
が
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
く
政
権
交
代
期
待
の
雪
崩
現
象

で
す
ね
。
私
は「
衰
え
た
り
、
嫌
わ
れ
た
り
」

と
い
え
ど
も
、
自
民
党
は
100
議
席
を
超
え

る
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
選
挙
で
民
主
党

の
看
板
は
子
供
手
当
で
す
。
岡
田
党
首
の

と
き
は
月
額
１
万
６
千
円
で
し
た
が
、
小

沢
さ
ん
の
「
６
兆
円
規
模
で
行
こ
う
」
か
ら

逆
算
し
て
１
人
当
り
２
万
６
千
円
に
な
り

ま
し
た
。
高
速
道
路
、
農
家
の
所
得
補
償
な

ど
も
全
て
選
挙
対
策
の
バ
ラ
マ
キ
で
す
。

必
要
な
財
源
17
兆
円
に
つ
い
て
、
小
沢
さ

ん
は
「
政
権
を
と
れ
ば
金
は
何
と
か
な
る
」

と
言
っ
て
い
ま
す
が
。

民
主
が
勝
て
ば
、
細
川
・
羽
田
内
閣
に
次

い
で
鳩
山
内
閣
＝
第
三
次
小
沢
政
権
と
な

り
、
小
沢
チ
ル
ド
レ
ン
が
大
量
に
誕
生
し

ま
す
。
比
例
候
補
な
ど
電
話
１
本
で
枠
を

埋
め
て
い
っ
た
の
で
、
小
沢
王
国
は
め
だ

か
の
学
校
状
態
で
す
。
公
約
ど
お
り
政
治

家
主
導
の
政
治
を
す
る
に
は
官
僚
を
使
い

こ
な
す
議
員
の
能
力
と
本
気
度
と
い
っ
た

質
が
問
わ
れ
ま
す
が
、
３
倍
に
増
え
た
議

員
の
質
は
急
に
は
高
ま
り
ま
せ
ん
。
党
３

役
と
重
要
な
２
ポ
ス
ト
、
国
の
基
本
方
針

を
決
め
る
国
家
戦
略
局
と
事
業
の
見
直
し

を
す
る
行
政
刷
新
会
議
に
誰
を
据
え
る
か
、

こ
の
人
事
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

党
幹
部
の
「
４
年
間
は
解
散
し
な
い
」
発

言
と
は
別
に
、
小
沢
さ
ん
に
は
ケ
ン
カ
闘

争
を
や
り
た
い
体
質
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
岩
見
隆
夫
氏
は
、
毎
日
新
聞
社
の
「
サ
ン

デ
ー
毎
日
」
編
集
長
や
政
治
担
当
と
し
て
活
躍
、
多
く
の
著
作
が
あ

り
ま
す
。
講
座
で
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
選
挙
、
政
権
選
択
選
挙
と
い
わ

れ
る
8
月
30
日
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
、
そ
の
後
日
本
に
つ
い
て

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
揺
れ
動
く
内
外
情
勢
と
こ
れ
か
ら
の
政
局
』

夏期経営者講座 

　

2
大
政
党
に
期
待
す
る
の
は

　
　
　
　

政
治
家
の
資
質
と
力
量

い
わ

み

た
か

お

政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
岩 

見  

隆 

夫  

氏

来
年
の
参
議
院
議
員
に
ぶ
つ
け
て
Ｗ
選
挙

に
し
、
自
民
党
を
徹
底
的
に
潰
す
考
え
と

も
み
ら
れ
ま
す
。
海
部
内
閣
の
幹
事
長
就

任
以
来
、
節
目
節
目
に
画
策
す
る
小
沢
一

郎
氏
に
振
り
回
さ
れ
て
凄
ま
じ
い
ロ
ス
が

あ
っ
た
、
と
い
う
の
が
政
治
記
者
と
し
て

の
私
の
感
想
で
す
。

政
権
交
代
後
の
日
本
の
政
治

元
日
本
社
会
党
委
員
長
佐
々
木
更
三
氏

が
著
書
『
社
会
主
義
的
・
的
政
権
』
で
政
権

が
転
が
り
込
ん
だ
ら
「
的
・
的
」
と
い
う
ほ

ど
薄
め
て
前
政
権
と
つ
な
ぐ
こ
と
、
政
権
を

と
っ
た
と
き
が
一
番
の
危
機
だ
、
と
書
い
て

い
ま
す
。
戦
後
の
政
権
交
代
は
昭
和
22
年

片
山
哲
社
会
党
と
、
16
年
前
の
細
川
政
権

が
あ
り
ま
す
が
両
内
閣
と
も
短
命
で
し
た
。

「
的
・
的
」
の
用
心
深
さ
が
不
足
し
た
こ
と
、

最
高
権
力
者
に
は
強
い
腕
力
が
必
要
で
す

が
、
両
首
相
と
鳩
山
さ
ん
は
共
通
し
て
品

が
良
い
け
ど
も
パ
ワ
ー
に
欠
け
て
い
ま
す
。

今
後
、
民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
実

行
で
き
る
は
ず
が
な
い
の
で
軌
道
修
正
し

な
が
ら
、
内
政
問
題
や
ア
メ
リ
カ
か
ら
の

注
文
や
圧
力
な
ど
外
交
・
防
衛
問
題
に
耐

え
て
４
〜
５
年
や
っ
て
も
ら
い
、
期
待
外

れ
な
ら
政
権
交
代
で
す
。
民
主
党
が
政
権

の
屋
根
を
守
る
た
め
無
理
に
で
も
結
束
を

続
け
る
の
か
、
民
主
も
自
民
も
ば
ら
け
て

意
見
の
合
う
人
が
集
り
再
編
成
と
な
る
の

か
、
予
測
は
つ
き
ま
せ
ん
。



第380号 ほうじん「むさしの」 平成21年10月5日 （6）

－会員増強にご協力下さい－

第51回夏期経営者講座アンケート結果

１）講座についておたずねいたします。
    Ａ）今回の講座で良かったものに○印をつけて下さい。
　 　　（2つでも結構です）
　　第１講座　「老舗に学ぶ経営術」

拓殖大学教授・ジャーナリスト　野村  　進氏
　　第２講座　「揺れ動く内外情勢とこれからの政局」

政治ジャーナリスト・毎日新聞客員編集員　岩見  隆夫氏

    Ｂ）どのような分野の講師を希望しますか。
　　　 ○印をつけて下さい。

１．税務問題　　２．経営者講話　　３．政治・経済問題
４．趣味・健康　５．落語・講談　　７．その他具体的に

    Ｃ）どのような講師を希望しますか。
　　　 もし、あれば具体的な氏名をあげて下さい。
　　  （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２）講座運営についておたずねします。
　１．毎年日帰りが良い。
　２．毎年１泊研修が良い。
　３．１年ごとの交代が良い。
　

３）来年は宿泊研修の予定ですが、場所について意見をお聞かせ下さい。
　１．富士吉田温泉「鐘山苑」が良い　　　２．熱海が良い
　３．伊香保温泉「福一」が良い　　　　　４．お台場が良い
　５．箱根湯本「箱根富士屋ホテル」が良い　６．都内のホテルが良い
　７．研修船に乗る
　８．韓国で研修をする（この場合は１泊以上）
　９．他の場所を検討してほしい。（例えば、　　　　　　　　　　　）

　＊9への記述回答はなし

４）開催日程・曜日についておたずねします。
　１．開催日程について
　　　…Ａ　８月上旬　　Ｂ　８月中旬　　Ｃ　８月下旬
　　　（その他の希望月があれば、　　　　　月　　　　旬　）

　２．開催曜日について
　　　…①宿泊を伴う場合（連続する２日間をお選び下さい）
　　　　　Ａ　日曜日　　Ｂ　月曜日　　Ｃ　火曜日　　Ｄ　水曜日
　　　　　Ｅ　木曜日　　Ｆ　金曜日　　Ｇ　土曜日

ı 出席者数　165名　
ı アンケート回収数　112件
ı 回収率　67.8％　　　

第一講座 ８４名 ７５．０％

第二講座 ８８名 ７８．６％

１ 税務問題 ４名 ３．６％

２ 経営者講話 ６８名 ６０．７％

３ 政治・経済問題 ６５名 ５８．０％

４ 趣味・健康 ２０名 １７．９％

５ 落語・講談 １２名 １０．７％

７ その他 ４名 ３．６％

１ 毎年日帰りが良い ４４名 ３９．３％

２ 毎年１泊研修が良い ６名 ５．４％

３ １年ごとの交代が良い ５３名 ４７．３％

1 富士吉田温泉「鐘山苑」が良い ３４名 ３０．４％

2 熱海が良い １２名 １０．７％

3 伊香保温泉「福一」が良い ５名 ４．５％

4 お台場が良い ６名 ５．４％

5 箱根湯本「箱根富士屋ホテル」が良い １８名 １６．１％

6 都内のホテルが良い １７名 １５．２％

7 研修船に乗る ３名 ２．７％

8 韓国で研修をする ７名 ６．３％

9 他の場所を検討してほしい。例えば、 ４名 ３．６％

　　　…②日帰りで行う場合（１日のみお選び下さい）
　　　　　Ａ　日曜日　　Ｂ　月曜日　　Ｃ　火曜日　　Ｄ　水曜日
　　　　　Ｅ　木曜日　　Ｆ　金曜日　　Ｇ　土曜日

5）夏期経営者講座について何かお気付きの点があれば自由にご記入下さい。
　・野村教授の講座は意外性があり良かった。
　・もう少し参加人数を増やしてほしい。
　・今回の野村氏のお話は日本商業について良かったです。
　・今少し多数の参加の中での方が良いと思います。
　・とても良い講座でした。　ありがとうございました。
　・第一講座の準備不足が残念でした。（レジメなし、DVD音声なし、頭
出しがされていない）

　・メモ用にレジメがほしかった（２件）
　・政治的なことは大切だと思いますが、実際の経営に結びつく経営者
講話（カリスマ経営者、地元の成功している経営者等）がいいです。

　・第一講座…印象に残ったのは物質（自然の）資源に生かされていると
いう発想・プラスアルファして使い途を広げていく逞しさがある。

　 生かす（例えば自分の手を汚してモノ作り。虫の戦略（老舗のサバイバル戦略）
　・第二講座…基盤の強さ（底力）、予算配分の公平性、拡大路線は崩壊
の危うさがある。

6）法人会に対する要望、ご意見をお聞かせ下さい。
　・支部が大きくなり、会員間の交流が難しい。
　・出席状況の早期把握と共に状況によっては参加人員の増を計る。
　・初回に法人会に行くと皆冷たいとの声を聞きます。　笑顔がほしい。
　・お疲れ様でした。毎回企画の考案大変ですが今後も頑張って下さい。
何かお役に立てることがあれば協力いたします。

＜記述式回答＞
１）講座についておたずねいたします。
　Ｂ） どのような分野の講義を希望しますか。（７．その他具体的に）
　　・漫談　　・社会保障（例えば少子化問題・高齢化社会について）
　　・スポーツと地域活性
　　・北朝鮮　PAC３　など外交・防衛問題、軍事評論家を一度呼んで

みてはどうか！！  真実を知りたい

　Ｃ）どのような講師を希望しますか。
　　　もし、あれば具体的な氏名をあげて下さい。

・園芸家（桶井）　　　　　　・写真家（浅井　順平）
・藤原　正彦　　　　　　　　・榊原　英資氏
・姜尚中（カンサンジュン）　・政治評論家
・元日本サッカー協会会長　川淵　三郎
・勝間　和代
・大平　光代　（元大阪府　副知事）
・有名でなくとも良いからしっかりとした視点を持っている方
・たまには共産党、社民党、国民新党などを呼ぶ機会があっても良い
・テレビやラジオでおなじみの人であれば良いのでは
・ＰＡＣ３　不明のまま予算化するのは如何なものか
・環境関連が世界的なテーマですのでエコビジネス企業の社長様
　など

Ａ ８月上旬 １９名 １６．９％

Ｂ ８月中旬 １１名 ９．８％

Ｃ ８月下旬 ７０名 ６２．５％

Ａ  日曜日 １２名 １０．７％

Ｂ  月曜日 １５名 １３．４％

Ｃ  火曜日 ２２名 １９．６％

Ｄ  水曜日 ２８名 ２５．０％

Ｅ  木曜日 ２０名 １７．９％

Ｆ  金曜日 ２３名 ２０．５％

Ｇ  土曜日 １８名 １６．１％

Ａ  日曜日 ２名 １．８％

Ｂ  月曜日 ６名 ５．４％

Ｃ  火曜日 １２名 １０．７％

Ｄ  水曜日 ３３名 ２９．５％

Ｅ  木曜日 １６名 １４．３％

Ｆ  金曜日 １６名 １４．３％

Ｇ  土曜日 ９名 ８．０％



（7） 平成21年10月5日 ほうじん「むさしの」 第380号

－会員募集中です（一言あなたのお口添えを）－

　
　
訃
　
報

高  

柳
　
数  

利  

氏
　

 
当
会
の
常
任
理
事
社
会
貢
献
委
員

長
　
高
柳
数
利
氏
が
、
か
ね
て
よ
り

病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ
、
９
月
４
日

に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
（
享
年
50
歳
）。

　
高
柳
氏
は
理
事
・
青
年
部
会
副
部

会
長
（
平
成
13
年
５
月
〜
平
成
17
年
５
月
）、
常
任
理
事
・
青
年
部
会

長
（
平
成
17
年
５
月
〜
平
成
19
年
５
月
）、
理
事
・
社
会
貢
献
副
委
員

長
（
平
成
19
年
５
月
〜
平
成
21
年
５
月
）、
常
任
理
事
・
社
会
貢
献
委

員
長
（
平
成
21
年
５
月
〜
）
を
歴
任
さ
れ
、
旧
小
金
井
北
第
一
支
部
に

お
い
て
も
長
く
副
支
部
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
報
告
致
し
ま
す
と
共
に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

都
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
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三 

鷹 

東 

支 

部

三
鷹
中
央
支
部
と
三
鷹
第
三
・
第

五
支
部
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
三
鷹

東
支
部
の
初
代
支
部
長
を
務
め
ま

す
。
三
鷹
第
五
支
部
の
支
部
長
を
２

期
務
め
、
合
併
時
期
に
遭
遇
し
た
の

で
、
新
し
い
支
部
が
軌
道
に
乗
る
よ

う
頑
張
る
つ
も
り
で
す
。

３
支
部
は
そ
れ
ぞ
れ
カ
ラ
ー
が
違

う
た
め
「
統
合
し
て
も
う
ま
く
い
か

な
い
の
で
は
」
と
懸
念
す
る
声
が
あ

り
ま
し
た
が
、
結
果
は
良
い
相
乗
効

果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
地
元
出
身

で
元
気
の
あ
る
若
い
方
の
多
い
井
の

頭
・
牟
礼
地
区
と
、
活
発
な
女
性
の

多
い
新
川
・
北
野
・
中
原
地
区
、
そ
し

て
三
鷹
駅
前
の
起
業
家
の
多
い
下
連

雀
１
〜
３
丁
目
が
一
緒
に
な
っ
た
事

で
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
な
り
、
約
700
社
の

元
気
な
支
部
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

役
員
会
は
奇
数
月
が
原
則
で
す
が
、

支
部
事
業
の
内
容
を
濃
く
す
る
た
め

に
臨
時
役
員
会
が
多
く
、
月
一
回
以

上
の
割
合
で
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
支

部
長
と
し
て
は
、
時
間
を
作
っ
て
出

席
さ
れ
る
役
員
さ
ん
た
ち
の
意
見
を

反
映
す
る
た
め
の
有
意
義
な
会
議
を

心
が
け
て
い
ま
す
。
連
絡
は
、
仮
議
案

と「
お
気
づ
き
の
点
」を
書
き
込
む
欄

を
付
け
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
り
、
返
信
で

ア
イ
デ
ア
や
意
見
を
集
め
る
の
で
、

活
発
に
意
見
交
換
が
な
さ
れ
率
先
し

て
動
い
て
も
ら
え
ま
す
。

誰
も
が
前
向
き
に
良
い
方
向
を
目

指
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
後
は
フ

ラ
ン
ク
に
話
し
合
い
意
思
の
疎
通
が

は
か
れ
れ
ば
支
部
活
動
は
さ
ら
に
活

発
で
楽
し
い
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。

三
鷹
第
１
、
第
２
、
第
４
支
部
が
統

合
し
た
三
鷹
西
支
部
の
初
代
支
部
長

を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
初

め
て
の
支
部
長
職
で
も
あ
り
、
責
任

の
重
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
合
併
し

た
３
支
部
に
は
こ
れ
ま
で
の
歴
史
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
一
つ
に
ま
と
ま
る

こ
と
を
急
が
ず
、
役
員
さ
ん
た
ち
の

意
見
を
大
切
に
し
て
、
賛
成
意
見
も

反
対
意
見
も
す
く
い
上
げ
な
が
ら
少

し
ず
つ
前
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

支
部
の
規
模
が
大
き
く
な
る
こ
と

は
、
新
し
い
仲
間
が
増
え
る
チ
ャ
ン

ス
に
な
り
ま
す
。
７
月
は
暑
気
払
い

の
会
で
皆
様
に
自
社
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い

た
だ
き
、
恒
例
の
「
三
鷹
地
区
合
同

納
涼
大
会
」
は
東
支
部
と
合
同
で
行

い
200
人
を
超
え
る
盛
会
で
し
た
。
10

月
に
も
東
支
部
と
合
同
の
１
泊
研
修

旅
行
が
控
え
て
い
ま
す
。
規
模
が
大

き
く
な
る
こ
と
で
「
自
分
一
人
く
ら

い
参
加
し
な
く
て
も
」と
思
わ
ず
、
西

支
部
・
三
鷹
全
域
、
さ
ら
に
本
部
行

事
ま
で
交
流
を
広
げ
て
も
ら
え
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
、
公
益
法
人
化
に
よ
っ
て
税
務

署
と
の
関
係
や
会
員
の
メ
リ
ッ
ト
が
ど

う
変
化
す
る
か
は
支
部
運
営
に
深
く
係

わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
１
年
は
３
支
部

か
ら
集
っ
た
役
員
さ
ん
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と
に
重
点

を
置
き
、
新
支
部
の
カ
ラ
ー
や
求
め
る

方
向
が
次
第
に
定
ま
っ
て
く
る
の
を
待

ち
な
が
ら
活
性
化
を
図
っ
て
、
１
期
終

え
た
時
点
で
何
か
形
を
残
し
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　  

（
談
）

三 

鷹 

西 

支 

部

新
支
部
の
カ
ラ
ー
を
ゆ
っ
く
り
育
て
た
い

支
部
長
　
中  

野
　
信  

一

支
部
長
　
村  

上
　
高  

明

支
部
合
併
の
相
乗
効
果
を
期
待
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小
金
井
西
支
部
長
を
１
期
務
め
、

今
期
は
旧
南
支
部
と
統
合
し
た
小
金

井
南
支
部
の
支
部
長
を
務
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
小
金
井
で
は
全
支

部
合
同
の
活
動
を
度
々
行
っ
て
き
ま

し
た
し
、
地
形
も
縦
・
横
４
キ
ロ
の

メ
ー
ト
ル
の
四
角
で
ま
と
ま
り
が
良

く
、
統
合
は
順
調
に
進
み
ま
し
た
。

今
期
か
ら
は
本
部
の
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
が
各
支
部
の
副
支
部
長
を
兼
ね
る

よ
う
に
な
り
、
支
部
運
営
が
さ
ら
に
力

強
く
な
り
ま
し
た
。
当
支
部
は
役
員
の

皆
様
が
大
変
協
力
的
で
、
役
員
会
の

終
わ
り
に
は
手
帳
を
見
な
が
ら
次
回

の
全
員
が
集
ま
れ
る
日
取
り
を
決
め

る
の
で
、
出
席
率
100
％
で
す
。

支
部
会
員
の
皆
様
に
法
人
会
が
何

を
し
て
い
る
か
理
解
し
て
も
ら
い
、

良
さ
を
伝
え
た
る
た
め
、
今
年
か
ら

「
武
蔵
野
法
人
会
小
金
井
南
支
部
便

り
」
と
い
う
ブ
ロ
グ
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
本
部
委
員
会
の
報
告
・
支
部

役
員
会
の
議
事
録
、
講
演
や
研
修
の

詳
細
、
投
稿
文
な
ど
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
普
段
活
動
に
参
加
さ
れ
て
い

な
い
会
員
や
未
加
入
の
方
に
も
、
ブ

ロ
グ
で
法
人
会
が
ど
ん
な
会
か
理
解

を
深
め
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

　「
楽
し
く
な
く
て
は
法
人
会
で
は

な
い
」
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
縁
が

あ
っ
て
知
り
合
い
に
な
っ
た
会
員
同

士
で
す
か
ら
、
仕
事
の
上
で
も
力
を

貸
し
合
え
る
会
で
あ
り
続
け
る
よ
う

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
社
会
貢
献

事
業
等
の
地
域
で
の
法
人
活
動
を
会

員
と
共
に
全
力
で
前
進
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。       

　
　
　 

（
談
）

小
金
井
北
第
１
、
第
２
支
部
を
統

合
し
た
小
金
井
北
支
部
の
支
部
長
を

引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

前
は
小
金
井
北
第
１
支
部
長
を
２
期

勤
め
ま
し
た
。
小
金
井
市
は
街
が
小

さ
い
の
で
皆
さ
ん
顔
見
知
り
で
、
支

部
活
動
も
４
支
部
合
同
で
多
く
行
っ

て
き
ま
し
た
か
ら
、
統
合
に
つ
い
て

反
対
は
無
く
、
む
し
ろ
１
支
部
に
統

合
し
て
も
良
い
く
ら
い
の
ま
と
ま
り

が
あ
り
ま
す
。

支
部
長
職
と
併
せ
て
小
金
井
市
商

工
会
会
長
を
し
て
い
ま
す
。
商
工
会

と
法
人
会
は
役
員
方
の
顔
ぶ
れ
が
重

な
っ
て
い
る
の
で
、
連
携
し
て
い
ろ

い
ろ
な
便
宜
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
例
え
ば
、
商
工
会
会
員
の
中
で
新

し
く
法
人
化
し
た
方
に
法
人
会
を
勧

め
た
り
、
講
演
会
の
宣
伝
、
さ
ら
に
予

算
・
内
容
に
よ
っ
て
は
共
催
し
て
経

費
を
軽
減
し
、
多
く
の
方
に
参
加
し

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

法
人
会
が
目
指
し
て
い
る
公
益
法

人
化
の
要
件
の
ひ
と
つ
に
事
業
活
動

の
一
般
公
開
が
あ
り
ま
す
が
、
商
工
会

か
ら
多
数
の
方
に
出
席
し
て
も
ら
え

ば
条
件
を
満
た
し
て
実
績
に
な
り
ま

す
。
商
工
会
に
限
ら
ず
、
観
光
協
会
な

ど
他
の
団
体
と
も
交
流
が
密
で
協
力

を
得
や
す
い
こ
と
が
小
金
井
の
強
み

だ
と
思
い
ま
す
。
公
益
法
人
化
に
よ
っ

て
従
来
か
ら
の
会
員
の
メ
リ
ッ
ト
は
薄

れ
、
税
務
署
と
の
関
係
に
変
化
が
生
ま

れ
ま
す
。
新
し
い
出
発
に
向
け
て
、
支

部
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
法
人
会
全
体
で

存
在
意
義
や
独
自
性
を
明
確
に
示
さ

れ
る
こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。（
談
）

小
金
井
南
支
部

ブ
ロ
グ
を
立
ち
上
げ
身
近
な
法
人
会
に

支
部
長
　
石  

黒
　
秀  

男

小
金
井
北
支
部

他
団
体
と
の
連
携
が
小
金
井
の
強
み

支
部
長
　
村  

越
　
政  

雄
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7
月
29
日
、
30
日
の
1
泊
2
日
で
、
第
一
回
目
の
新
Ｃ
Ｇ
Ｓ
会
を
開

催
。
こ
れ
ま
で
30
年
以
上
続
い
て
き
た
境
支
部
Ｃ
Ｇ
Ｓ
会
が
、
支
部
合
併

に
よ
り
新
Ｃ
Ｇ
Ｓ
会
と
な
っ
て
一
回
目
の
コ
ン
ペ
を
、
小
渕
沢
Ｃ
Ｃ
と
富

士
高
原
Ｇ
Ｃ
で
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
16
人
。

霧
が
で
て
き
て
、
や
む
な
く
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
で
一
時
間
半
ほ
ど
様
子
を
見
る
こ
と
に

な
っ
た
。
待
つ
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
と
霧
が

晴
れ
て
き
て
、
18
ホ
ー
ル
を
ホ
ー
ル
ア
ウ

ト
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
夜
は
ゴ
ル

フ
場
の
ホ
テ
ル
に
１
泊
。

翌
30
日（
木
）は
標
高
１
、３
０
０
メ
ー

ト
ル
の
富
士
見
高
原
Ｇ
Ｃ
。
曇

り
時
々
晴
れ
の
絶
好
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
。
一
日
清
々
し
い

気
分
で
ラ
ウ
ン
ド
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

帰
り
は
「
道
の
駅
」
で
パ
ー

テ
ィ
を
し
て
散
会
と
な
っ
た
。

笑
い
の
絶
え
な
い
二
日
間
で

あ
っ
た
。
こ
う
い
う
交
流
が
、

益
々
絆
を
深
め
て
い
く
よ
う
に

感
じ
て
い
る
。

（
社
会
貢
献
委
員
　
新
倉
秀
夫
）

小
渕
沢
と
富
士
高
原
で 

第
1
回
新
Ｃ
Ｇ
Ｓ
会
ゴ
ル
フ
旅
行 

武
蔵
野 

西
支
部 

Ｃ
Ｇ
Ｓ
会 

初
日
は
小
渕
沢
Ｃ
Ｃ
。
天
気
が
良
い
日

に
中
央
高
速
を
走
っ
て
い
る
と
、
ま
ず
見

え
て
く
る
の
が
富
士
山
、
そ
し
て
甲
府
盆

地
に
入
る
と
右
前
方
に
八
ヶ
岳
、
更
に
小

渕
沢
に
近
づ
く
と
左
手
の
方
角
に
南
ア
ル

プ
ス
の
偉
容
が
目
に
入
っ
て
く
る
。
こ
の

日
は
生
憎
の
小
雨
ま
じ
り
の
天
気
で
、
残

念
な
が
ら
見
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。

ゴ
ル
フ
場
は
標

高
１
、０
０
０
メ
ー

ト
ル
以
上
の
所
に
あ

る
。
熱
暑
の
東
京
か

ら
来
た
の
で
、
ラ
ウ

ン
ド
中
も
雨
は
さ
ほ

ど
気
に
な
ら
な
か
っ

た
。
ハ
ー
フ
を
終
え

て
昼
食
を
と
っ
て
い

る
う
ち
に
急
に
濃
い

委員会・部会・支部会活動報告
2009（平成21）年7月～9月

１．武蔵野西支部 小渕沢と富士高原で第1回新CGS会ゴルフ旅行 ………………… p.10

２．女性部会 新型インフルエンザ対策は予防が一番 ……………………………… p.11

３．厚生委員会 秋を満喫、メロン狩りと潮騒の湯バスツアー ……………………… p.12
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
大
流
行
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
9
月
3
日

（
木
）、
女
性
部
会
の
研
修
会
に
お
い
て
、
感
染
予
防
と
し
て
高
機
能
ウ
ィ

ル
ス
対
策
マ
ス
ク
の
準
備
の
必
要
性
な
ど
を
株
式
会
社
エ
ー
ス
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
宮
尾
会
長
に
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

家
族
や
従
業
員
の
集
団
感
染
を

予
防
す
る

世
界
的
大
流
行
が
懸
念
さ
れ
る
強
毒

性
の「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」。
厚
生

労
働
省
は
国
内
感
染
者
が
人
口
の
１
／

４
、
死
者
は
64
万
人
と
予
測
し
て
い
ま

す
。
世
界
の
現
状
か
ら
感
染
者
の
致
死

率
は
62
・
99
％
に
の
ぼ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
も
、
感
染
し
た
場
合
に
効

果
が
期
待
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
は
大
流
行

が
始
ま
っ
て
か
ら
し
か
作
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
厚
生
労
働
省
の
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
推
進
室
で
は
、
少
な

く
と
も
２
週
間
分
の
食
糧
の
備
蓄
と
、

一
人
当
た
り
25
枚
程
度
の
マ
ス
ク
の
準

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
は 

予
防
が
一
番 

女
性
部
会 

研
修
会 

感
染
し
て
か
ら
で
は
手
遅
れ
！

高
機
能
対
策
マ
ス
ク
の
準
備
を

「
マ
ス
ク
な
ら
買
い
置
き
が
あ
る
…
」

と
思
っ
て
い
る
方
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
現
行
の
マ
ス
ク
で
も
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
発
症
は
マ
ス
ク
を
し
て
い
な
い

人
の
１
／
５
に
抑
え
ら
れ
た
、
と
い
う

結
果
も
あ
り
ま
す
が
、
花
粉
対
策
マ
ス

ク
と
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
用
マ

ス
ク
は
根
本
的
に
違
い
ま
す
。
高
機
能

対
策
マ
ス
ク
が
必
要
で
す
。

講
演
を
お
聞
き
し
て
か
ら
約
半
月
が

経
ち
ま
し
た
。
最
初
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
よ
る
死
亡
の
ニ
ュ
ー
ス
に
は
基
礎

疾
患
が
あ
る
と
の
報
道
が
多
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
数
日

は
元
気
だ
っ
た
子
供
が
続
け
て
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
力
で
は
ど

う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
け
れ
ど
、
１
枚
の
マ
ス
ク
で
家
族

を
、
企
業
を
守
れ
た
ら
と
思
い
ま
し

た
。
で
も
ス
テ
キ
で
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な

女
性
部
会
の
唇
が
隠
れ
て
し
ま
う
の
は

残
念
で
す
ね
。（

広
報
委
員
　
伊
藤
さ
と
み
）

備
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
日
本
国
内
に
マ
ス
ク
製
造
工
場

は
ほ
と
ん
ど
無
い
の
で
す
。
日
本

製
と
称
し
て
い
て
も
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
中
国
製
で
あ
る
も
の
が
少

な
く
な
い
の
で
す
。
仮
に
、
日
本

国
民
１
億
２
千
万
人
分
が
一
人
60

枚
（
約
２
ヶ
月
分
）
用
意
し
よ
う

と
す
る
と
、
72
億
枚
の
マ
ス
ク
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
、
注

目
し
て
欲
し
い
の
は
マ
ス
ク
製
造

元
の
中
国
で
す
！
　
中
国
で
は
何

と
１
０
０
０
億
枚
の
マ
ス
ク
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
は
日
本
よ
り
中
国
が
先

に
流
行
す
る
の
で
す
。
そ
う
で
す
！
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
強
毒
性
に
な
っ
た

ら
、
日
本
に
は
マ
ス
ク
の
輸
入
す
ら
で

き
な
く
な
る
の
で
す
。
ま
た
、
買
う
こ

と
が
で
き
て
も
価
格
高
騰
が
予
測
さ
れ

ま
す
。
も
し
、
工
場
で
マ
ス
ク
の
調
達

が
で
き
ず
、
集
団
感
染
し
て
し
ま
っ
た

ら
…
。
工
場
は
操
業
中
止
、
企
業
は
大

き
な
損
害
を
受
け
ま
す
。
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9
月
5
日
（
土
）、
恒
例
秋
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
、
茨
城
の
メ
ロ
ン
狩
り

と
大
洗
海
岸
の
潮
騒
の
湯
と
い
う
コ
ー
ス
で
開
催
。
例
年
通
り
参
加
者
は

家
族
連
れ
が
多
く
、
大
型
バ
ス
2
台
に
分
乗
し
て
「
日
本
の
秋
」
を
満
喫

し
ま
し
た
。

メ
ロ
ン
狩
り
で

採
り
た
て
の
旨
み
に
感
動

早
朝
の
午
前
７
時
15
分
、
三
鷹
駅
北

口
に
全
員
が
揃
い
、
中
央
高
速
調
布
Ｉ

Ｃ
か
ら
茨
城
方
面
に
バ
ス
を
走
ら
せ

る
。
例
年
通
り
家
族
連
れ
の
参
加
が
大

多
数
で
あ
り
、
法
人
会
の
福
利
厚
生
の

意
図
が
充
分
に
反
映
さ
れ
た
事
業
で

あ
っ
た
。
車
中
で
は
山
口
委
員
長
よ

り
、
厚
生
委
員
会
に
対
す
る
協
力
の
お

礼
、
並
び
に
活
動
状
況
の
報
告
が
あ
っ

た
。絶

好
の
行
楽
日
和
で
、
秋
の
穏
や
か

な
風
を
感
じ
な
が
ら
、
早
く
も
談
笑
の

輪
が
あ
ち
こ
ち
で
花
開
く
。
途
中
、
湾

岸
幕
張
Ｐ
Ａ
で
休
憩
を
と
り
目
的
地
へ

秋
を
満
喫
、
メ
ロ
ン
狩
り
と 

潮
騒
の
湯
バ
ス
ツ
ア
ー 

厚
　
生 

委
員
会 

バ
ス
ツ
ア
ー 

わ
り
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
表
現
が
ぴ
っ
た

り
の
光
景
で
あ
る
。

午
後
２
時
半
過
ぎ
に
昼
食
会
場
を
後

に
し
、
那
珂
湊
お
さ
か
な
セ
ン
タ
ー
に

移
動
。
旬
の
魚
で
市
場
は
活
況
を
呈
し

て
い
た
。
当
日
水
揚
げ
さ
れ
た
サ
ン
マ

が
山
盛
り
に
積
ま
れ
、
大
き
な
岩
ガ
キ

を
頬
張
る
姿
、
採
れ
た
て
の
魚
を
提
供

す
る
寿
司
コ
ー
ナ
ー
、
新
鮮
な
海
産
物

の
お
土
産
が
山
ほ
ど
あ
り
、
参
加
者
は

日
頃
の
忙
し
さ
や
ス
ト
レ
ス
か
ら
開
放

さ
れ
て
品
定
め
に
没
頭
し
、
両
手
に
抱

え
き
れ
な
い
程
の
お
土
産
を
購

入
し
て
バ
ス
に
積
み
込
む
光
景

が
み
ら
れ
た
。

帰
路
の
車
中
は
、
持
ち
寄
っ

た
賞
品
で
楽
し
い
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
を
し
て
大
変
盛
り
上
が
っ
た
。

和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
定
刻

の
午
後
６
時
は
過
ぎ
、
参
加
者

は
無
事
に
三
鷹
駅
に
到
着
。
参

加
者
か
ら
「
参
加
し
て
本
当
に

良
か
っ
た
」
と
談
笑
の
声
が

多
々
聞
か
れ
、
感
動
の
う
ち
に

閉
幕
。

役
員
の
皆
様
、
本
当
に
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

（
厚
生
委
員
　
高
橋
俊
雄
）

と
常
磐
道
を
ひ
た
走
る
。

岩
間
Ｉ
Ｃ
よ
り
メ
ロ
ン
狩
り
会
場
の

「
サ
ン
グ
リ
ー
ン
旭
」
に
定
刻
通
り
に

到
着
。
メ
ロ
ン
園
の
案
内
人
の
引
率
で

一
同
農
園
へ
移
動
。
澄
み
き
っ
た
青
空

か
ら
秋
の
柔
ら
か
な
日
差
し
が
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
に
差
し
込
み
、
少
し
汗
ば
み

な
が
ら
初
体
験
の
メ
ロ
ン
狩
り
に
取
り

掛
か
る
。
家
族
の
談
笑
の
う
ち
、
た
わ

わ
に
実
る
大
き
な
メ
ロ
ン
を
茎
の
と
こ

ろ
か
ら
ハ
サ
ミ
で
切
り
取
る
。
採
り
終

え
た
ら
試
食
。
メ
ロ
ン
を
ス
プ
ー
ン
で

か
き
出
し
て
口
に
ひ
ろ
が
る
メ
ロ
ン
の

甘
ず
っ
ぱ
さ
を
皆
思
い
思
い
に
堪
能
し

た
。
初
体
験
の
メ
ロ
ン
狩
り
、
採
り
た

て
の
鮮
度
＆
熟
度
の
旨
み
に
感
動
…
。

メ
ロ
ン
狩
り
会
場
を
後
に
し
て
大
洗
海

岸
隣
接
の
昼
食
会
場
へ
と
向
か
う
。

夏
の
終
わ
り
の
大
洗
海
岸
と

那
珂
湊
お
さ
か
な
セ
ン
タ
ー

１
時
間
程
度
で
潮
騒
の
湯
温
泉
付
き

の
昼
食
会
場
に
到
着
。
堪
能
し
た
メ
ロ

ン
狩
り
の
余
韻
を
残
し
な
が
ら
昼
食
に

興
じ
た
。
目
の
前
の
大
洗
海
岸
は
若
者

た
ち
が
サ
ー
フ
ィ
ン
に
興
じ
る
光
景

や
、
北
海
道
苫
小
牧
に
向
か
う
定
期
便

大
型
フ
ェ
リ
ー
、
太
平
洋
か
ら
押
し
寄

せ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
波
、
と
夏
の
終

▲メロン狩り　那珂湊おさかなセンターで
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－会員募集中です（一言あなたのお口添えを）－

こ
れ
ま
で
も
お
話
し
ま
し
た
よ
う
に
、
高
齢
の
方
、
持
病

の
あ
る
方
も
、
積
極
的
に
海
外
に
出
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
航
空
機
搭
乗
に
際
し
て
、
各
航
空
会
社
の
サ
ー
ビ
ス
デ

ス
ク
に
連
絡
を
取
る
と
、
車
椅
子
が
必
要
な
方
や
、
機
内
で
の

酸
素
吸
入
が
必
要
な
方
等
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
ま
す

の
で
、
積
極
的
に
活
用
し
て
下
さ
い
。
世
界
共
通
の｢

統
一

診
断
書｣

も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
入
手
し
、
主

治
医
と
一
緒
に
記
入
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
食
事
制
限

の
あ
る
方
に
は
、
機
内
食
と
し
て
、
塩
分
・
カ
ロ
リ
ー
・

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
制
限
し
た
治
療
食
も
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
事
前
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

旅
先
で
持
病
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
病
院
に
か
か
る
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
も
、
英
文
の
診
断
書
を
持
参
し

ま
し
ょ
う
。
か
か
り
つ
け
医
に
、
忙
し
い
外
来
で
頼
ん
で
、
そ

の
場
で
す
ぐ
に
書
い
て
も
ら
え
る
こ
と
は
少
な
い
の
で
、
出

か
け
る
1
〜
2
ヶ
月
ほ
ど
前
に
、
頼
み
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
日

本
旅
行
医
学
会
の
認
定
医
（h

ttp
://w

w
w
.js
tm
.g
r.jp
/

ja
p
a
n
_m
a
p
.h
tm
l

）
に
頼
む
と
ス
ム
ー
ズ
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
や
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
使
用

中
の
方
の
場
合
、
ア
ラ
ー
ト
カ
ー
ド
と
い
う
目
立
ち
や
す
い

カ
ー
ド
を
財
布
等
に
入
れ
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
診
断

書
を
、
ご
自
分
で
準
備
さ
れ
る
場
合
は
、
日
本
旅
行
医
学
会
の

発
行
し
て
い
る
自
己
記
入
式
安
全
カ
ル
テ
（h

ttp
://

w
w
w
.js
tm
.g
r.jp
/g
a
kka
i_ka
rte
.h
tm
l

）
が
わ
か
り
や

す
く
て
お
勧
め
で
す
。

協
力 

　
医
療
法
人
財
団 

慈
生
会
　
野
村
病
院
副
院
長  

三
浦
靖
彦
先
生

　当会では昨年のほうじん「むさしの」8～11月号の３回にわたり

「公益法人制度改革シリーズ」を掲載しましたが、今回は公益法人

制度改革についてもう一度おさらいをし、平成22年秋の公益法人

認定取得申請に向けて法人会はどう準備を進めていくのかを、

次号（11・12月合併号）から３回にわけてお伝えいたします。 

これだけは知っておきたい 
 公益法人制度改革と法人会 

 ― 公益法人制度改革に法人会はどう準備すべきか ― 
 

本誌連載予告 
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◎「まちかど情報」は地域の情報を掲載します。公共的、文化的な予告お知らせをお待ちしております。

日
　
時

　
10
月
１
日
（
木
）
〜
31
日
（
土
）

場
　
所

　
都
立
小
金
井
公
園（
中
央
ス
テ
ー
ジ
他
）

　
他
市
内
各
所

主
な
行
事

● 

乗
り
物
遊
具
　
ミ
ニ
エ
ク
ス
プ
レ
ス

　
10
月
17
日
（
土
）・
18
日
（
日
）　
10
時
〜
16
時

● 

侍
戦
隊
シ
ン
ケ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー

　
10
月
17
日（
土
）　
１
部
　

11
時
〜
　
２
部
　

14
時
〜

● 

〜
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
エ
コ
ク
イ
ズ
〜
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎

　
10
月
18
日
（
日
）
　
１
部
　

10
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
部
　

15
時
15
分
〜

● 

小
金
井
阿
波
踊
り  

IN  

オ
ー
タ
ム

　
10
月
18
日
（
日
）　
12
時
15
分
〜

主
催
者

　
小
金
井
な
か
よ
し
市
民
ま
つ
り
実
行
委
員
会

問
合
せ
先

　
■ 

実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
２ 

― 

３
８
１ 

― 

８
７
６
５

　
■ 

文
化
部
門

　
　
小
金
井
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
推
進
係

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
２ 

― 

３
８
７ 

― 

９
９
２
３

第
37
回
　
小
金
井
な
か
よ
し

　
　
　
　
　
　
　
市
民
ま
つ
り

  

出
版
Ｎ
Ｐ
Ｏ
　
　

「
本
を
た
の
し
も
う
会
」
講
演
会

講
　
師
　
　
澤
　
地
　
久
　
枝 
氏

演
　
題
　
　「
一
人
か
ら
は
じ
ま
る
」

日
　
時
　
　
２
０
０
９
年
11
月
14
日（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時（
開
場
１
時
30
分
）

会
　
場
　
　
武
蔵
野
公
会
堂
パ
ー
プ
ル
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　（
定
員
３
５
０
人
）　
　

◎
吉
祥
寺
駅
南
口（
井
の
頭
公
園
口
）、
丸
井
デ

パ
ー
ト
を
左
側
に
入
る
。
徒
歩
２
分

聴
講
料
　
　
１
、０
０
０
円
（
全
自
由
席
）

主
　
催
　
　
出
版
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
本
を
た
の
し
も
う
会
」

　
　
　
　
　
事
務
所
　
〒
１
８
０ 

― 

０
０
０
６

　
　
　
　
　
武
蔵
野
市
中
町
１ 

― 

２
３ 

― 

３ 

― 

１
２
０
１

　
　
　
　
　
電
　
話
　
０
９
０ 

― 

５
３
９
９ 

― 

４
３
２
８

　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
４
２
２ 

― 

５
６ 

― 

９
０
８
２

後
　
援
　
　
武
蔵
野
市
教
育
委
員
会

★
お
申
し
込
み
方
法

　
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
用
紙
に
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、
10
月
30

日
迄
に
出
版
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
本
を
た
の
し
も
う
会
」
事
務
所

宛
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
定
員
に
な
り
次

第
、
締
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
当
日
は
会
場

受
付
に
て
聴
講
料
を
お
支
払
い
下
さ
い
。
お
も
し
ろ
い

「
こ
と
わ
ざ
談
義
」も
し
て
お
り
ま
す
。
御
希
望
が
あ
れ

ば
ど
う
ぞ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

　 

小
金
井
な
か
よ
し
市
民
ま
つ
り
　 

は
一
般
部
門
と
文

化
部
門
に
わ
か
れ
、
前
者
は
、
都
立
小
金
井
公
園
・
中

央
ス
テ
ー
ジ
で
の
催
し
物
と
、
市
内
の
商
店
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
等
、
今
年
は
108
店
の
出
店
を
し
ま
す
。

　
後
者
は
市
立
第
一
小
学
校
で
催
し
物
、
前
原
集
会

施
設
、
東
セ
ン
タ
ー
で
作
品
展
示
、
　 

江
戸
東
京
た
て

も
の
園
　 

内
で
花
席
、
茶
席
等
各
種
文
化
行
事
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
是
非
小
金
井
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
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Ｑ 

質
問

　
当
社
が
契
約
者
と
な
り
、
役
員

又
は
使
用
人
を
被
保
険
者
と
す
る

養
老
保
険
や
定
期
保
険
に
加
入
し

て
支
払
っ
た
保
険
料
に
つ
い
て
、

法
人
税
法
上
の
取
扱
い
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

 

Ａ 

回
答

　
① 

養
老
保
険
の
保
険
料
の

　
　 

取
扱
い

法人税編 

保
険
料
の
取
扱
い
に
つ
い
て 

37その 

税務 
よくある相談 

税務よくある相談係 

険
金
の
受
取
人
が
被
保
険
者
又

は
そ
の
遺
族
の
場
合

　
そ
の
支
払
っ
た
保
険
料
の
額
は
、

被
保
険
者
で
あ
る
役
員
又
は
使
用

人
に
対
す
る
給
与
と
な
り
ま
す
。

（
３
）　
死
亡
保
険
金
の
受
取
人
が

被
保
険
者
の
遺
族
で
、
生
存
保

険
金
の
受
取
人
が
法
人
の
場
合

　
そ
の
支
払
っ
た
保
険
料
の
額
の

う
ち
、
そ
の
２
分
の
１
に
相
当
す

る
金
額
は
（
１
）
に
よ
り
資
産
に
計

上
し
、
残
額
は
期
間
の
経
過
に
応

じ
て
損
金
の
額
に
算
入
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
役
員
又
は
部
課
長
そ

の
他
特
定
の
使
用
人
の
み
を
被
保

険
者
と
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ

の
残
額
は
そ
れ
ぞ
れ
役
員
又
は
使

用
人
に
対
す
る
給
与
に
な
り
ま
す
。

　
② 
定
期
保
険
の

　
　 
保
険
料
の
取
扱
い

定
期
保
険
と
は
、
一
定
期
間
内
に

被
保
険
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
の

み
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
生
命
保

険
で
、
養
老
保
険
の
よ
う
に
生
存

保
険
金
の
支
払
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
１
）　
死
亡
保
険
金
の
受
取
人
が

法
人
の
場
合

　
そ
の
支
払
っ
た
保
険
料
の
額

は
、
期
間
の
経
過
に
応
じ
て
損
金

の
額
に
算
入
し
ま
す
。

（
２
）　
死
亡
保
険
金
の
受
取
人
が

被
保
険
者
の
遺
族
で
あ
る
場
合

　
そ
の
支
払
っ
た
保
険
料
の
額

は
、
期
間
の
経
過
に
応
じ
て
損
金

の
額
に
算
入
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
役
員
又
は
部
課
長
そ

の
他
特
定
の
使
用
人
の
み
を
被
保

険
者
と
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の

保
険
料
の
額
は
そ
の
役
員
又
は
使

用
人
に
対
す
る
給
与
と
な
り
ま
す
。

　
③ 

定
期
付
養
老
保
険
の

　
　 

保
険
料
の
取
扱
い

定
期
付
養
老
保
険
と
は
、
養
老

保
険
を
主
契
約
と
し
、
定
期
保

険
を
特
約
と
し
て
付
加
し
た
も

の
を
い
い
ま
す
。

（
１
）　
保
険
料
が
生
命
保
険
証
券

な
ど
に
お
い
て
定
期
保
険
の
保

険
料
と
養
老
保
険
の
保
険
料
と

に
区
分
さ
れ
て
い
る
場
合

　
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
料
の
額
に
つ

い
て
【
①
養
老
保
険
の
保
険
料
の

取
扱
い
】
又
は
【
②
定
期
保
険
の

保
険
料
の
取
扱
い
】
に
よ
り
取
り

扱
い
ま
す
。

（
２
）　
保
険
料
が
定
期
保
険
の
保

険
料
と
養
老
保
険
の
保
険
料
と

に
区
分
さ
れ
て
い
な
い
場
合

養
老
保
険
と
は
、
満
期
又
は
被

保
険
者
の
死
亡
に
よ
っ
て
保
険
金

が
支
払
わ
れ
る
生
命
保
険
で
す
。

（
１
）　
死
亡
保
険
金
及
び
生
存
保

険
金
の
受
取
人
が
法
人
の
場
合

　
そ
の
支
払
っ
た
保
険
料
の
額
は
、

保
険
事
故
の
発
生
又
は
保
険
契
約

の
解
除
、
若
し
く
は
失
効
に
よ
り

当
該
保
険
契
約
が
終
了
す
る
時
ま

で
損
金
の
額
に
算
入
さ
れ
ず
、
資

産
に
計
上
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
２
）　
死
亡
保
険
金
及
び
生
存
保

　
支
払
っ
た
保
険
料
の
全
額
を
養

老
保
険
の
保
険
料
と
み
な
し
て
、

【
①
養
老
保
険
の
保
険
料
の
取
扱

い
】
に
よ
り
取
り
扱
い
ま
す
。

保
険
料
の
取
扱
い
に
つ
い
て

の
そ
の
他
参
考
事
項

１
、
傷
害
特
約
な
ど
の
特
約
が
あ

る
場
合
は
、
そ
の
特
約
部
分
の

保
険
料
の
額
を
期
問
の
経
過
に

応
じ
て
損
金
の
額
に
算
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
役
員
又
は
部
課
長
そ

の
他
特
定
の
使
用
人
の
み
を
傷

害
特
約
等
に
係
る
給
付
金
の
受

取
人
と
し
て
い
る
場
合
に
は
、

そ
の
特
約
部
分
の
保
険
料
の
額

は
、
そ
の
役
員
又
は
使
用
人
に

対
す
る
給
与
と
な
り
ま
す
。

２
、
役
員
又
は
使
用
人
に
対
す
る
給

与
と
さ
れ
る
生
命
保
険
料
は
、
そ

の
役
員
又
は
使
用
人
の
生
命
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

３
、
役
員
に
対
す
る
給
与
と
さ
れ

る
保
険
料
の
額
で
、
法
人
が
経

常
的
に
負
担
す
る
も
の
は
、
定

期
同
額
給
与
と
な
り
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
武
蔵
野
税
務

署  

法
人
課
税
第
１
部
門  

０
４
２

２ 

― 

53 

― 

１
３
１
１
（
内
線
５
１

５
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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マナ建築設計室 有限会社

きたざわ ゆ か

北澤　佑夏さん

　　　  その63

（吉祥寺北第一支部）

兵庫県神戸市出身
29歳
芦屋市で両親と兄の4人
家族。独身
趣味は高知県発祥の祭り
「よさこい」

社
会
人
を
経
て

大
学
建
築
科
に
編
入
学

　
住
宅
か
ら
高
層
ビ
ル
ま
で
手
が
け
る
マ
ナ
建
築
設
計
室
代
表
の

白
旗
定
幸
さ
ん
が
紹
介
す
る
ホ
ー
プ
さ
ん
は
、
大
阪
か
ら
上
京
し
た

設
計
室
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
、
北
澤
佑
夏
さ
ん
で
す
。
社
会
人

を
経
て
大
学
の
建
築
科
に
編
入
学
、
新
し
い
知
識
・
体
験
を
得
る
毎

日
を
い
き
い
き
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。

「
学
生
の
間
に
東
京
で
勉
強
を
」

と
教
授
の
ア
ド
バ
イ
ス

建
築
家
を
志
す
学
生
を
建
築

設
計
事
務
所
に
短
期
間
受
け
入

れ
て
、
仕
事
の
現
場
を
知
る
機

会
を
与
え
る
オ
ー
プ
ン
デ
ス
ク

制
度
を
、
社
団
法
人
日
本
建
築

家
協
会
が
建
築
家
教
育
の
一
端

と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
大
阪

工
業
大
学
の
建
築
学
科
学
生
、

北
澤
佑
夏
さ
ん
は
教
授
か
ら

「
学
生
の
間
に
ぜ
ひ
東
京
で
勉

強
の
機
会
を
も
ち
な
さ
い
」
と

勧
め
ら
れ
、
マ
ナ
建
築
設
計
室

で
の
２
週
間
の
オ
ー
プ
ン
デ
ス

ク
が
実
現
し
ま
し
た
。

　「
一
番
、
勉
強
に
な
っ
た
こ

と
は
」と
訊
ね
る
と
、「
立
教
大

学
か
ら
受
注
し
た
仕
事
の
打
合

せ
に
同
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
で
す
。
建
築
図
面
に
設
備
、

電
気
な
ど
各
部
の
図
面
を
重
ね

て
読
み
込
み
、
建
物
の
快
適
性

を
高
め
て
い
く
打
合
せ
は
、
大

学
の
授
業
で
は
教
わ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
建
築
設
計
事
務

所
で
働
く
に
は
ど
ん
な
能
力
が

必
要
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」。
ま
た
、「
打
合
せ
か
ら

帰
る
と
、
先
生
は
そ
の
内
容
を

ワ
ー
ッ
と
い
う
勢
い
で
次
々
と

皆
に
指
示
し
、
確
認
さ
れ
る
の

で
驚
き
ま
し
た
。
以
前
、
食
品

会
社
で
働
い
て
い
た
と
き
に

『
段
取
り
８
分
、
仕
事
２
分
』と

教
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
ま
さ
に

そ
の
通
り
で
、
事
務
所
に
戻
る

や
い
な
や
次
回
に
向
け
て
の
段

取
り
を
し
て
い
た
。」と
圧
倒
的

な
仕
事
ぶ
り
に
ふ
れ
た
感
想
を

語
り
ま
し
た
。

白
旗
さ
ん
か
ら
は
「
以
前
預

か
っ
た
学
生
さ
ん
の
一
人
は
、

打
合
せ
の
最
中
に

居
眠
り
を
し
て
い

ま
し
た
。
ち
ん
ぷ

ん
か
ん
ぷ
ん
な
言

葉
が
１
日
中
続
く

の
で
無
理
も
な
い

で
す
が
。
北
澤
さ

ん
は
５
年
間
働
い

た
経
験
が
あ
る
か

ら
、
場
を
理
解
し

て
集
中
す
る
と
い

う
社
会
的
な
基
礎

が
で
き
て
い
ま

す
。」
と
い
う
口
添

え
が
あ
り
ま
し
た
。

よ
さ
こ
い
祭
り
も
職
業
も
　

意
欲
的
な
姿
勢
で

北
澤
さ
ん
が
建
築
に
興
味
を

持
っ
た
の
は
、
小
学
生
の
頃
家

族
旅
行
で
北
欧
を
周
り
、
日
本

で
見
慣
れ
た
家
と
は
全
く
違
う

住
宅
の
間
取
り
や
地
下
室
に
驚

い
た
と
き
か
ら
で
す
。
お
父
さ

ん
も
建
築
家
で
す
が
進
路
を
押

し
付
け
ら
れ
る
こ
と
は
無
く
、

香
川
大
学
農
学
部
に
進
ん
で
大

阪
の
食
品
会
社
に
５
年
間
勤
務
。

そ
の
後
、
建
築
へ
の
思
い
が
強

く
な
り
、
大
学
の
建
築
学
科
へ

編
入
学
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
デ
ス
ク
期
間
中
は
、

白
旗
さ
ん
が
吉
祥
寺
北
一
の
荒

井
伸
吉
支
部
長
（
株
式
会
社
リ

ベ
ス
ト
）に
相
談
し
て
、
安
全
性

の
高
い
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ン
を
手
配
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
北
澤
さ
ん
は
取
材
の
終

わ
り
に
「
厚
意
に
支
え
ら
れ
て
、

リ
ア
ル
な
建
築
の
面
白
さ
・
厳

し
さ
を
体
験
で
き
ま
し
た
」
と

感
謝
の
ひ
と
こ
と
。
　
　
　（
談
）
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「
続
・
東
京
マ
ラ
ソ
ン
」

　
　
５
時
間
10
分
の
闘
い

第６３走者　

次
回
は
熊
本
誠
司
さ
ん

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
す
。

株
式
会
社  

三
鷹
金
属
化
工
所
　
　

岡  

　  

正  

典

（
三
鷹
西
支
部
）

年
の
東
京
マ
ラ
ソ
ン
に
御
一
緒

に
申
し
込
み
ま
し
ょ
う
」と
、
な

か
ば
勢
い
で
お
誘
い
し
た
わ
け

で
す
。

後
日
、
本
当
に
申
し
込
ま
れ

た
と
聞
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
そ
し
て
７
倍
の
競
争
率
を

く
ぐ
り
当
選
。
何
だ
か
悪
い
こ

と
を
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。
失
礼
な
が
ら「
ゼ
ッ

タ
イ
無
理
だ
」
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。

し
か
し
、
出
走
が
決
ま
っ
て

か
ら
の
竹
内
さ
ん
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
へ
の
取
組
み
は
す
さ
ま
じ

い
も
の
で
し
た
。「
今
朝
は
５
キ

ロ
走
っ
て
き
た
」、「
今
日
は
10

キ
ロ
走
っ
て
き
た
よ
」
と
日
に

日
に
走
る
距
離
が
伸
び
、
役
員

会
で
月
に
何
度
か
お
会
い
す
る

た
び
に
目
に
見
え
て
体
は
絞
ら

れ
て
ゆ
く
。
こ
ん
な
に
も
短
期

間
で
人
間
の
体
は
変
わ
る
の

か
、
と
ま
た
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

ど
う
し
て
も
完
走
し
た
い
と
い

う
強
い
気
持
ち
が
見
て
取
れ
ま

し
た
。
半
端
な
こ
と
が
嫌
い
な

ん
だ
な
、
こ
の
ひ
と
は
。

そ
し
て
見
事
初
出
場
完
走
。

感
服
い
た
し
ま
し
た
。
数
々
の

御
無
礼
お
許
し
く
だ
さ
い
ま

せ
。
ま
た
来
年
も
出
ま
し
ょ
う
。

　フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
最
後
の

2
キ
ロ
余
は
地
獄

さ
て
、
当
の
本
人
も
実
は
補

欠
当
選
で
出
走
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
練
習
不
足
で
心
配

で
し
た
が
、
10
キ
ロ
、
20
キ
ロ
、

30
キ
ロ
と
ち
ょ
う
ど
10
キ
ロ
１

時
間
10
分
の
ペ
ー
ス
で
快
調
に

と
ば
し
、
30
キ
ロ
通
過
タ
イ
ム

が
３
時
間
25
分
。
完
璧
な
予
定

通
り
。
一
応
目
標
は
５
時
間
切

り
で
し
た
の
で
、
こ
の
時
点
で

は
「
イ
ケ
ル
！
」
と
思
っ
て
い

た
の
で
す
が
…
。
35
キ
ロ
を
通

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
前
走
者
の

マ
ラ
ソ
ン
出
場
ま
で

前
回
の
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

で
、
竹
内
運
輸
工
業
の
竹
内
社

長
が
東
京
マ
ラ
ソ
ン
出
場
の
話

を
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ

れ
に
誘
っ
た
の
は
実
は
私
で
し

た
。旧

三
鷹
第
一
支
部
役
員
会
で

マ
ラ
ソ
ン
の
話
題
に
な
り
、
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
に
３
度
出
場
し
て

３
度
と
も
完
走
し
て
い
る
私
が

「
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
経

験
し
て
ま
す
が
、
あ
ん
な
に
辛

い
の
は
他
に
は
無
い
」
と
話
し

た
と
こ
ろ
、
大
変
興
味
を
も
た

れ
た
御
様
子
で
し
た
の
で
「
来

過
し
て
か
ら
雨
が
降
り
出
し
、

風
も
強
く
な
っ
て
き
た
。
銀
座

を
過
ぎ
て
か
ら
は
ず
っ
と
向
か

い
風
。
ゴ
ー
ル
の
有
明
ま
で
何

度
か
橋
を
渡
る
の
で
す
が
、
そ

の
橋
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
ま
た

き
つ
い
。
つ
い
に
足
は
止
ま
り
、

気
持
ち
も
折
れ
た
。
そ
れ
で
も

何
と
か
歩
い
て
ゴ
ー
ル
を
目
指

す
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
４
２
、１
９

５
キ
ロ
の
最
後
の
２
、１
９
５
キ

ロ
っ
て
、
ほ
ん
と
に
地
獄
で
す
。

何
度
走
っ
て
も
思
い
ま
す
「
２
、

１
９
５
っ
て
何
な
ん
だ
」
と
。

５
時
間
10
分
。
死
ぬ
思
い
で

勝
ち
取
っ
た
完
走
メ
ダ
ル
が
写

真
の
も
の
で
す
。
き
つ
か
っ
た
。

皆
さ
ん
に
は
交
通
規
制
で
大

変
御
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
。
応
援
の
方
々
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
来
年
出
ら
れ
る
か
な
。
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中村靖之介 
吉祥寺南支部 

劇団前進座 俳優 

 

 
 

 

須田  昌昭 氏  

とんかつ  美とん  代表取締役 

〒 180 －8520 
武蔵野市吉祥寺本町1－9－10 
ＴＥＬ　0422－22－8586 

昭和19年6月10日生まれ 

吉祥寺北第一支部 

●靖之介の一口感想● 
芝居が始まる1時間前が一番太鼓、30
分前が着到で笛・太鼓・大太鼓で囃す。 
開場と楽屋に出演俳優が揃った確認で
ある。文化財の保護は大切である。忙し
いお仕事の合間に太鼓の実技も練習も務
め早朝の触れ合い運動も続ける須田さん。 
私は「須田昌昭太亥艸」と命名します。 

 

▲武蔵野八幡宮酉の市にて

― 

ご
健
康
の
秘
訣
を
伺
い
ま
す

須
田
　
私
は
早
朝
か
ら
行
わ
れ
る

三
鷹
の
森
体
操
会
に
出
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
し
て
…

―
ほ
う
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
？

須
田
　
会
長
の
桑
江
常
真
先
生
の
指

導
の
下
に
中
国
の
太
極
拳
の
中
で
も

優
し
い
動
き
の
「
八
段
錦
」
を
（
双

手
托
天
理
三
焦
）
の
段
か
ら
始
め
て

こ
の
様
に
八
段
行
っ
て
お
り
ま
す
。

― 

な
る
ほ
ど
！
　
大
変
良
い
動
き

で
す
ね

須
田
　
そ
れ
は
そ
ん
な
に
長
い
時

間
は
致
し
ま
せ
ん
が
そ
れ
か
ら
又

早
朝
の
三
鷹
の
森
体
操
会
で

全
身
を
爽
快
に

先
生
が
考
案
さ
れ
た
色
々
な
全
身

運
動
を
致
し
ま
す
。
首
の
運
動
か

ら
始
ま
り
ま
し
て
最
後
に
は
お
互

い
に
肩
を
揉
ん
だ
り
し
て
…
触
れ

合
い
の
時
間
が
あ
り
ま
す
。

― 

素
晴
ら
し
い
健
康
法
で
す
ね

須
田
　
は
い
。
90
歳
を
越
え
ら
れ

た
方
も
お
ら
れ
常
に
50
〜
60
人
位

の
方
々
が
参
加
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

― 

壮
観
で
す
ね
！

須
田
　
お
終
い
に
皆
で
小
学
唱
歌

…
（
笑
）

― 

八
段
錦
の
他
に
も
こ
の
21
項
目

あ
る
「
健
康
長
生
き
体
操
」
…
だ
か

ら
須
田
さ
ん
が
作
ら
れ
る
と
ん
か

つ
は
美
味
し
い
と
評
判
!?

須
田
　（
笑
）
ま
さ
か
そ
ん
な
こ
と

は
な
い
と
思
い
ま
す
が
（
笑
）
お
馴

染
み
の
方
で
三
代
続
け
て
来
ら
れ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
…
有
り

難
い
こ
と
で
す
。

― 

と
ん
か
つ
の
揚
げ
方
に
も
相
当

な
修
行
が
？

須
田
　
確
か
に
そ
う
で
す
が
や
は

り
良
い
生
肉
の
素
材
が
一
番
必
要

で
そ
の
善
し
悪
し
を
見
極
め
る
目

が
大
切
で
す
。

― 

創
業
さ
れ
た
の
は
？

須
田
　
こ
の
店
舗
を
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
の
が
昭
和
45
年
で
し
た
。

吉
祥
寺
北
口
駅
前
の
通
り
（
現
サ

ン
ロ
ー
ド
）
は
ア
ー
ケ
ー
ド
も
ま

だ
無
く
バ
ス
が
行
き
来
し
て
ま
し

た
。
先
祖
は
振
袖
火
事
で
こ
の
吉

祥
寺
に
移
り
住
み
父
の
代
は
吉
祥

寺
駅
前
で
運
送
業
、
タ
ク
シ
ー
会

社
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
。

― 

む
さ
し
の
囃
子
で
太
鼓
も
？

須
田
　
む
さ
し
の
囃
子
は
、
武
蔵

野
市
の
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
で

私
は
子
供
の
頃
か
ら
お
囃
子
を
習

い
ま
し
た
。
学
生
の
期
間
や
又
仕
事

の
忙
し
さ
か
ら
暫
く
遠
の
い
て
い
ま

し
た
が
今
は
９
月
の
八
幡
宮
の
祭

礼
、
11
月
の
酉
の
市
、
ま
た
色
々
な

イ
ベ
ン
ト
に
出
演
さ
せ
て
戴
い
た

り
他
の
地
域
の
お
囃
子
連
中
の
団

体
と
の
交
流
等
、
伝
統
文
化
の
伝
承

に
努
め
て
お
り
ま
す
。

― 

ど
う
か
そ
の
腕
の
技
術
の
力
で

法
人
会
の
皆
さ
ん
に
も
美
味
し
い

栄
養
た
っ
ぷ
り
な
と
ん
か
つ
を

須
田
　
は
い
！ 

夫
婦
共
々
大
い
に

腕
を
奮
い
ま
し
ょ
う
（
笑
）

を
唄
う
の
で
す
。
小
さ
い
時
に
覚

え
た
も
の
は
不
思
議
に
思
い
出
せ

る
の
で
自
分
で
も
驚
き
ま
す
！
　

少
年
に
戻
っ
た
気
持
ち
で
（
笑
）

― 

楽
し
い
集
ま
り
で
す
ね

須
田
　
出
欠
を
と
る
の
で
も
な
く
、

自
由
に
そ
の
日
の
体
調
に
合
わ
せ

て
気
軽
に
参
加
出
来
る
の
で
長
続

き
し
て
い
ま
す
。
少
々
天
候
が
悪

く
て
も
ご
年
配
の
方
は
家
に
居
る

よ
り
楽
し
い
と
出
て
こ
ら
れ
ま
す
。
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◎ 連載『私の歩いてきた道』は、人生のベテランの方々にその半生を聞くコーナーです。対象年齢70歳以上。
　 自薦他薦お待ちしております。 （広報委員会）

す
ず

き

い
く

こ

鈴 

木
　
郁 

子
　

さ
ん

その27の @21

（
小
金
井
南
支
部
）

恩
師
の「
幸
せ
と
信
じ
て

生
き
な
さ
い
」を
胸
に
刻
む

株
式
会
社  

三
河
屋

▲昭和30年　結婚した頃

　
新
島
の
造
り
酒
屋
に
生
ま
れ
、

　
阿
佐
ヶ
谷
の
酒
店
に
嫁
ぐ

　
伊
豆
七
島
の
新
島
の
造
り
酒
屋
の
長
女
に
生
ま
れ
た
鈴
木
郁
子
さ

ん
は
恵
ま
れ
た
少
女
時
代
を
過
ご
し
、
お
し
ゃ
れ
な
女
性
の
メ
ッ
カ
、

ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
女
学
院
を
卒
業
。
阿
佐
ヶ
谷
の
三
良
（
さ
ん
り
ょ

う
）
酒
店
に
嫁
い
で
か
ら
、
倒
産
・
再
建
・
夫
の
病
死
な
ど
の
困
難

に
直
面
し
ま
し
た
が
、
乗
り
越
え
て
小
金
井
市
の
株
式
会
社
三
河
屋

の
代
表
取
締
役
を
務
め
て
い
ま
す
。

新
島
か
ら

下
田
高
等
女
学
校
へ
進
学

　
酒
屋
に
嫁
い
で
50
年
余
り
、
昭

和
61
年
に
夫
を
亡
く
し
て
か
ら

は
私
一
人
で
店
を
続
け
て
い
ま

す
。
実
家
も
新
島
の
造
り
酒
屋
で

す
。
も
と
も
と
は
長
野
県
の
士
族

で
し
た
が
、
祖
父
の
代
に
警
察
官

と
し
て
利
島
に
赴
任
し
、
そ
の
後

新
島
に
移
り
ま
し
た
。
伯
父
は
郵

便
局
長
、
３
男
の
父
は「
島
自
慢
」

を
醸
造
す
る
宮
原
酒
造
を
興
し

ま
し
た
。
「
新
島
の
ゴ
ッ
ド

フ
ァ
ー
ザ
ー
」
と
渾
名
さ
れ
る
ほ

ど
剛
毅
で
面
倒
見
の
良
い
父
で
、

観
光
協
会
会
長
と
し
て
サ
ー

フ
ィ
ン
の
「
新
島
杯
」
の
創
設
に

尽
力
し
ま
し
た
。

　
昭
和
８
年
に
第
１
子
の
私
が

生
ま
れ
、
下
に
弟
妹
が
５
人
い
ま

す
。
戦
争
中
は
実
家
の
前
に
陸
軍

司
令
部
が
あ
り
、
軍
人
さ
ん
に
可

愛
が
ら
れ
て
よ
く
甘
い
お
菓
子

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
祖
母
と
幼

い
弟
妹
は
先
に
郷
里
の
長
野
に

疎
開
し
、
私
た
ち
は
遅
れ
て
昭
和

20
年
３
月
９
日
に
東
京
か
ら
長

野
に
向
か
い
ま
し
た
。
こ
の
夜
、

日
付
が
変
わ
っ
た
直
後
か
ら
東

京
大
空
襲
が
始
ま
り
ま
す
が
、
す

ん
で
の
と
こ
ろ
で
免
れ
る
こ
と

が
で
き
、
本
当
に
運
が
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
女
学
院
時

代
に
見
合
い
、
結
婚
へ

　
若
い
女
性
が
洋
服
の
お
し
ゃ
れ

に
憧
れ
た
昭
和
29
年
、
ド
レ
ス

メ
ー
カ
ー
女
学
院
の
学
生
だ
っ
た

私
に
父
が
見
合
い
を
勧
め
ま
し

た
。
相
手
は
阿
佐
ヶ
谷
の
三
良
酒

店
の
長
男
、
鈴
木
良
太
郎
で
す
。

早
稲
田
大
学
時
代
か
ら
写
真
部
に

所
属
し
て
自
分
の
暗
室
を
持
つ
ほ

ど
マ
ニ
ア
で
し
た
。
ド
レ
メ
の
師

範
科
は
被
服
製
作
の
課
題
が
多
く

採
点
も
厳
し
か
っ
た
の
で
自
由
な

時
間
が
な
く
、
結
婚
式
ま
で
３
〜

４
回
し
か
会
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

「
ロ
ー
マ
の
休
日
」
の
ロ
ー
ド

シ
ョ
ー
に
誘
わ
れ
て
日
比
谷
の
有

楽
座
へ
行
っ
た
こ
と
は
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
翌
春
、
日
本
閣

で
の
結
婚
式
は
吉
田
内
閣
の
農
林

大
臣
、
廣
川
弘
禪
氏
を
仲
人
に
立

て
て
盛
大
な
も
の
で
し
た
。
で

も
、
政
治
家
と
の
付
き
合
い
が
、

後
に
嫁
ぎ
先
の
三
良
酒
店
の
倒
産

に
繋
が
り
ま
す
。

（
談
）

　
12
歳
で
終
戦
を
迎
え
、
程
な
く

親
元
を
離
れ
て
下
田
高
等
女
学

校
に
進
学
し
ま
し
た
。
寄
宿
先
は

カ
ツ
オ
船
の
網
元
な
の
で
新
鮮

な
魚
料
理
や
、
お
や
つ
に
は
蒸
か

し
芋
で
は
な
く
ス
イ
ー
ト
ポ
テ

ト
が
出
る
な
ど
食
物
に
恵
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
新
学
制
移
行
に
よ

り
男
女
共
学
と
な
っ
た
高
校
を

卒
業
す
る
ま
で
の
６
年
間
の
「
青

い
山
脈
」
の
よ
う
に
楽
し
い
日
々

が
、
恩
師
の
「
不
幸
と
思
っ
て
は

い
け
な
い
。
幸
せ
と
信
じ
て
生
き

な
さ
い
」
の
言
葉
と
と
も
に
、
そ

の
後
の
苦
労
を
乗
り
越
え
る
力

に
な
り
ま
し
た
。
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－会員増強にご協力下さい－

本誌の表紙を飾るシリーズの写真・絵・イラストを募集

　本誌「ほうじんむさしの」の2010年１月～12月の表紙を飾る　写真・絵・イラスト等を

募集しています。
　１年間10回（２回は合併号）掲載しますので、１年間のシリーズとしてのご提案をお願い
いたします。

　ご参考までに今までは下記のようなシリーズでした

　　「まちの風景シリーズ」 2000年
　　「まちの今昔シリーズ」 2001年
　　「陶芸イメージシリーズ」 2002年・2003年
　　「身近に咲く花シリーズ」 2004年
　　「世界の子どもたちシリーズ」 2005年
　　「日本の風景シリーズ1」 2006年
　　「絵画シリーズ」 2007年
　　「日本の風景シリーズ2」 2008年
　　「思い出の風景シリーズ」 2009年

　応募は、内容・お名前・法人名・連絡先電話を記入の上、2009年10月15日までにＦＡＸ
にて事務局までご提案願います。採用者には薄謝進呈いたします。　
　（社）武蔵野法人会　広報委員長　小山雅巳　FAX（0422）55－5544

R会 員 企 業 の P
 

株
式
会
社 

い
の
ち
の
田
ん
ぼ

武
蔵
野
市
吉
祥
寺
南
町
５
―
１
１
―
２

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人  

メ
ダ
カ
の
が
っ
こ
う
事
務
局
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
２
２（
７
０
）６
６
４
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
４
２
２（
７
０
）６
６
４
８

神
田
神
保
町
と
早
稲
田
で
お
む
す
び
茶
屋

メ
ダ
カ
の
が
っ
こ
う
を
開
い
て
い
ま
す
。
こ
の

お
店
は
、
農
薬
・
化
学
肥
料
を
使
わ
ず
、
冬
も

水
を
張
り
、
生
き
も
の
い
っ
ぱ
い
の
田
ん
ぼ
を

作
っ
て
く
れ
て
い
る
農
家
の
元
氣
な
お
米
と
、

無
添
加
の
具
材
・
調
味
料
、
砂
糖
を
使
わ
な
い

料
理
法
で
、
食
べ
た
人
が
元
氣
に
な
る
お
む
す

び
、
具
沢
山
の
み
そ
汁
、
等
出
し
て
い
ま
す
。

会 員 企 業 の Ｐ Ｒ 

◆
本
文
／
１
４
０
字
以
内（
18
字
×
８
行
）厳
守 

◆
企
業
名
・
住
所（
本
社
の
み
）・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
明
記 

　
★
マ
ー
ク
・
ロ
ゴ
タ
イ
プ
等
使
用
の
場
合
は
清
刷
を
持
参
下
さ
い
。 

◆
写
真（
サ
ー
ビ
ス
サ
イ
ズ
）ま
た
は
イ
ラ
ス
ト
添
付 

　
★
写
真
は
プ
リ
ン
ト
（
紙
焼
き
）
に
て
お
願
い
し
ま
す
。 

　
★
カ
ラ
ー
写
真
で
も
結
構
で
す
。 

◆
掲
　
載
／ 

申
し
込
み
順 

◆
サ
イ
ズ
／ 

１
／
４
ペ
ー
ジ 

◆
申
込
先
／
（
社
）武
蔵
野
法
人
会
事
務
局 

　
　
　
　
　
　
　  

広
報
委
員
会
　
企
業
Ｐ
Ｒ
係 

※
原
稿
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
を
お
断
り
す
る
場
合
や
、
一
部
を
修
正 

　
し
て
掲
載
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

《
応
募
要
項
》 

お
む
す
び
茶
屋

千
代
田
区
神
田
神
保
町
１
の
34

電
　
話  

０
３
―
３
２
９
５
―
２
０
６
０

営
業
時
間  

AM
７
時
〜
PM
５
時

定
休
日  

土
・
日
・
祝

2009年
2008年



法人会の基本的指針
法人会はよき経営者をめざすものの団体として、会員の積

極的な自己啓発を支援し、納税意識の向上と企業経営および

社会の健全な発展に貢献します。

《法人会のキャッチフレーズ》

めざします　企業の繁栄と社会への貢献

ほうじん ｢むさしの｣ 10月号 
発行　社団法人　武蔵野法人会 
〒180-0006 
武蔵野市中町2－11－13（三鷹ビル3階） 

TEL. 0422-51-1441㈹ FAX. 0422-55-5544 
Ｅ-mail : mhoujin@parkcity.ne.jp 

武蔵野法人会会員総数＝3,721名 

加入率＝47.3％（2009年8月末現在） 

〒180-0006　武蔵野市中町2-11-13　三鷹ビル３F

本紙新年号に会員企業の賀詞広告を 
予定しております。 
法人会員ならどなたでもお申し込み 
頂けます。ご協力をお願いいたします。 

◆募集期間／ 平成21年9月１日～10月30日 
◆掲載料金／ 2万円枠（タテ55㎜×ヨコ125㎜） 
 1万円枠（タテ55㎜×ヨコ75㎜） 
 5千円枠（タテ38㎜×ヨコ50㎜） 
◆掲載内容／ ①スローガン（15文字以内厳守） 
 ②企業名　③役職名　④氏名　⑤住所 
 ⑥電話　⑦FAX　⑧メール・アドレス 
 ⑨ホームページ・アドレス 
 （但し５千円枠には、⑧⑨は入りません） 

180－0006　武蔵野市中町1－1－1 
     TEL． 0422－88－0000（代） 

FAX． 0422－88－9999 
 

5,000円枠 

実  物  大 

サンプル  

 

企業のあらゆる広告に対応する 

株式会社 法人広告企画 
 代表取締役　法 人　太 郎 

 

●お問合せ・お申し込みは――――――――― 
各支部の広報委員または法人会事務局へ 
 社団 

法人 武蔵野法人会 
 TEL．0422（51）1441／FAX．0422（55）5544 

 

新年賀詞広告の募集が 
始まります。                  

 今月号に申し込み用紙がはさみ込まれて
いますのでよろしくお願いいたします。 
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10 月の    行事予定表 

 
三法連青連協　交流会 
 
 
青年部会　役員会 
小金井南支部　日帰り研修旅行 
吉祥寺南支部　役員会 
社会貢献委員会 
吉祥寺北第一支部　役員会 
法人会全国大会（岐阜大会） 
女性部会役員会・研修会 
 
 
 
（体育の日） 
総務委員会 
創立６０周年記念事業特別委員会 
吉祥寺北第二支部　役員会 
 
新設法人説明会 
会員増強意見交換会 
三鷹市立高山小学校キャリア教育 
運輸部会　研修会 
常任理事会 
公益法人制度改革対策協議会 
 
 
 
 
決算法人説明会 
不動産賃貸経営部会四谷法人会交流会 
青年部会　研修会 
税制研修会 
三鷹市立高山小学校キャリア教育 
 
 
 
広報委員会 
 
武蔵野地区４支部合同研修会 
 

（2009年9月28日現在） 
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好評連載  「ドクター三浦の旅行医学講座」 連続講座 
　　　　  「我が社のホープ」 マナ建築設計室有限会社 北澤 佑夏さん
　　　　  「リレーエッセイ」 株式会社 三鷹金属化工所 岡　 正典さん

　　　　  「体想談義」 とんかつ美とん 須田 昌昭さん

　　　　  「私の歩いてきた道」 株式会社 三河屋 鈴木 郁子さん

特　　集  第51回夏期経営者講座
新支部長さんの抱負（第2回・三鷹、小金井地区編）
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社団
法人武蔵野法人会
武蔵野市・三鷹市・小金井市
HP  http://www.musashinohojinkai.or.jp/

小金井前原交差点から（昭和29年ごろ）
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No. 380
ほうじん「むさしの」第36巻第9号（通巻第380号）平成21年10月5日発行（毎月5日発行）

現在の同地点

「税を考える週間」記念講演
平成21年11月13日（金） 16時～　吉祥寺東急イン

心をこめて多摩式典
創業52年創業52年

家族葬 個人葬 社　葬 団体葬

24時間受付 0120-55-7089フリーダイヤル

全日本葬祭業協同組合連合会加盟店　if共済会取扱い店
で応えます。で応えます。
３つの「安心」３つの「安心」
多摩式典は多摩式典は 1.明確な料金システム

2.お見積書によるご検討・ご確認
3.ご葬儀終了後のお支払い

小田急百貨店葬祭サービス東京都市町村職員共済組合
日本私立学校振興・共済事業団全 日 本 郵 政 労 働 組 合
東 京 都 福 利 厚 生 事 業 団小金井市市民葬儀指定店

偲ぶこころ「心を込めた葬儀」をモットーに、地元に密着した葬儀社として、心をこめて奉仕いたします。
■お葬式の流れをわかりやすく解説いたします。ご参考にしてください。

納骨
四十九日法要

ご出棺・火葬
精進落としご葬儀・告別式お通夜ご準備・ご納棺ご臨終

■白木祭壇料30%特別割引（生花祭壇は20％割引となります）
■葬儀の無料事前相談の受付（葬儀パンフレット差し上げます）

多摩式典株式
会社

本　　社／東京都小金井市中町4-4-8
　　　　　TEL042-381-0832（代）
北口支社／東京都小金井市本町4-14-23
　　　　　TEL042-381-6685

百合丘支社／川崎市麻生区高石1-23-8
　　　　　　TEL044-966-6505
狛江営業所／TEL03-3489-5106

事前相談無料にて承ります。パンフレット差し上げます。　http://www.tamashikiten.co.jp

武蔵野法人会指定業者

武蔵野法人会の皆様への特典


